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症 例

上顎犬歯低位唇側転位を伴う骨格性Ⅲ級カムフラージュ治療例
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Orthodontic Camouflage Treatment of skeletal ClassⅢ malocclusion with 
Maxillary High Canine

SUGIMOTO HIROSHI，MURABAYASHI MANABU，FUJIWARA ATSUSHI, TOME WAKAKO, KITAI NORIYUKI

切端咬合と上顎歯列の重度叢生を認めた骨格性Ⅲ級と診断された14歳 7 か月の女子に対して，上下顎両側
第一小臼歯を抜去し，上下顎にプリアジャストエッジワイズ装置を用いて矯正歯科治療を行った．その結果，
良好なオーバージェット，オーバーバイト，Ⅰ級の犬歯・大臼歯関係および緊密な咬頭嵌合が得られた．保
定後 2年 2か月を経過した現在，安定した咬合関係を保っており，患者の十分な満足が得られた．

キーワード：骨格性Ⅲ級不正咬合，上顎重度叢生，カムフラージュ治療

The present report describes the orthodontic treatment in a 14 years 7 months old girl with maxillary 
severe crowding and edge-to-edge. Comprehensive orthodontic treatment involved extraction of the upper 
and lower fi rst premolars. A preadjusted edgewise appliances were used in both the upper and lower arches．
As a result, a ClassⅠmolar relational with ideal overjet and overbite , tight interdigitation, and satisfactory 
facial profi le were achieved during treatment. After a retention period of 2 years 2 months, the occlusion 
remained stable and the patient was fully satisfi ed with the treatment. 
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緒 言

骨格性Ⅲ級不正咬合の矯正歯科治療については，骨格
の問題について，積極的に改善する外科的矯正治療と，
上下顎歯軸の傾斜により補償するカムフラージュ治療1,2）

とが考えられる．外科的矯正治療では，顔貌の改善は望
めるものの，外科的侵襲が大きいという欠点を有している．
そのため，骨格の問題が軽度であれば外科的侵襲を考慮
し，カムフラージュ治療が選択されることは少なくない3）．
カムフラージュ治療で上下顎小臼歯の便宜抜去を行

う場合，上顎前歯を唇側傾斜，下顎前歯を舌側傾斜さ
せるために，前歯の位置を考慮しながら臼歯の近心移動
量を決定し，アンカレッジコントロールを行う必要があ
る．さらに臼歯部交叉咬合のような歯列弓幅径の不調和

を認めることが多いため4-6），前後方向だけではなく側方
方向の歯の移動が必要となる．すなわち，骨格性Ⅲ級カ
ムフラージュ治療では，叢生の程度，前歯歯軸傾斜角お
よび側貌を考慮し，総合的に診断することが重要である．
われわれは，上顎歯列の重度叢生と切端咬合を伴っ
た骨格性Ⅲ級症例に対して，上下顎両側第一小臼歯の
抜去にて包括的な矯正歯科治療を行い，良好な治療結
果を得ることができたため報告する．

症 例

患者は初診時年齢14歳 7 か月の女子で，上顎歯列の
ガタガタを主訴として来院した．家族歴は，父親，兄
に叢生を認めた．既往歴は，特記すべき事項は認めら
れなかった．
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1 ．症例分析
1）顔貌所見（図 1 A）
正面観は左右対称，側面観は直線型であった．
2）口腔内所見（図 2－ 1 A， 2－ 2 A）
大臼歯関係は左側Ⅰ級，右側Ⅲ級を示し，オーバー

ジェットは0.0mm，オーバーバイトは0.0mm で，切
端咬合であった．上顎両側犬歯の低位唇側転位を認め，
上顎両側第一大臼歯と上顎両側第二小臼歯は頬側傾斜
していた．上下顎両側側切歯から第一小臼歯にかけて
開咬を認めた．上顎左側第一小臼歯と下顎左側第一・
第二小臼歯間，上顎右側第一小臼歯と下顎右側第一・
第二小臼歯間の交叉咬合を認めた．上下顎臼歯部の幅
径の不調和が認められた．
3）模型分析所見
上下顎中切歯の歯冠幅径は，標準値と比較すると
2 S.D. を超えて大きかった．上下顎第一大臼歯の歯
冠幅径は，標準範囲内であった．上顎歯列弓幅径は
37.8mmで 1 S.D. を超えて小さく，上顎基底弓幅径は
45.8mmで標準範囲内であった．下顎歯列弓幅径は
34.6mm，下顎基底弓幅径は44.2mmで，ともに標準範
囲内であった．上顎犬歯間幅径は34.4mm，上顎大臼歯
間幅径は51.4mmであった．下顎犬歯間幅径は25.0mm，
下顎大臼歯間幅径は47.4mmであった．アーチレングス
ディスクレパンシーは，上顎 -11.3mm，下顎 -1.4mm，
アンテリオールレイシオは標準範囲内であった．

4）パノラマエックス線写真所見
パノラマエックス線写真所見（図 3 A）によると，
第二大臼歯までのすべての永久歯歯数に過不足はな
く，上下顎両側第三大臼歯の埋伏を認めた．
5）手根骨所見
拇指尺側種子骨の発現を認めた． 
6 ）頭部エックス線規格写真所見（表 1）
ⅰ）水平方向
上下顎骨の正中は顔面正中に一致していた．上下顎
歯列正中は顔面正中に一致していた．
ⅱ）前後方向（図 4）
標準値と比較すると骨格系に関しては，SNA角は78.6°，
SNB角は79.3°でともに標準範囲内であった．ANB角は
-0.7°で 1 S.D.を超えて小さく，骨格性Ⅲ級であった．上
顎骨前後径Ptm’- A’/PPは47.5mmで標準範囲内であっ
た．下顎枝長Ar-Goは42.1mmで 1 S.D.を超えて小さく，
下顎骨骨体長Ar-Meは108.6mmで標準範囲内であった．
歯系については，U1-FHは108.6°，U1-SNは99.8°で標
準範囲内であった．L1-MPは80.2°で標準範囲内であり，
L1-FHは70.6°で 1 S.D.を超えて大きく舌側傾斜していた．
軟組織側貌所見ではE-lineに対して上唇は -6.0mm，下
唇は -4.0mmと後方に位置していた．
ⅲ）垂直方向
Mp-SN は37.9°，Go.A は127.1°とともに標準範囲内

でアベレージアングルであった．

A B C
図 1　顔面写真

A：動的治療開始時（14歳 7 か月）　　B：動的治療終了時（17歳 3 か月）　　C：保定開始後 2年 2か月時（19歳 5 か月） 
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図 2－ 1　口腔内写真（正面観， 側面観）
A：動的治療開始時（14歳 7 か月）　　B：動的治療終了時（17歳 3 か月）　　C：保定開始後 2年 2か月時（19歳 5 か月）

図 2－ 2　口腔内写真（咬合面観）
A：動的治療開始時（14歳 7 か月）　　B：動的治療終了時（17歳 3 か月）　　C：保定開始後 2年 2か月時（19歳 5 か月）
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2 ．診断
上顎犬歯の低位唇側転位，下顎歯列の軽度叢生，切
端咬合および下顎前歯の舌側傾斜を伴う骨格性Ⅲ級，
右側Ⅲ級，左側Ⅰ級の臼歯関係，アベレージアングル
症例であると診断した．

3．治療方針
治療方針としては，上顎両側第一小臼歯の抜去を併
用した下顎骨後方移動術による外科的矯正治療と上下
顎両側第一小臼歯の抜去によるカムフラージュ治療が
考えられた．患者に両治療方針を提示したところ，カ
ムフラージュ治療を希望したため，カムフラージュ治
療を行うこととした．

4．治療経過
治療方針に基づき，14歳 7 か月時，上顎にトランス
パラタルアーチを装着し，上下顎両側第一小臼歯を抜
去した．その後，上下顎歯列にプリアジャストエッジ
ワイズ装置を装着し，上下顎歯列のレベリングを開始
した．17歳 3 か月時，動的治療を終了し，保定を開始
した．保定装置として，上下顎ともにラップアラウン
ドリテーナーとリンガルボンディングリテーナーを使
用した．

5．治療結果
1）顔面所見（図 1 B）
動的治療終了後，初診時と比較して正面観に変化は
認められなかった．側面観は，わずかに上下口唇が後
退した．

図 3　パノラマエックス線写真
A：動的治療開始時（14歳 7 か月）
B：動 的治療終了時（17歳 3 か月）
C：保定開始後 2年 2か月時（19歳 5 か月）

図 4　側面位頭部エックス線規格写真プロフィログラムの
S-N 平面での重ね合わせ

動的治療開始時（14歳 7 か月，実線）と標準（成人女性，破線）

表1　側面位頭部エックス線規格写真計測値

1 SD大　　＊
2 SD大　　＊＊
3 SD大　　＊＊＊ 
1 SD 小　　＃
3 SD小　　＃＃＃
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2 ）口腔内所見（図 2－ 1 B， 2 B）
犬歯関係，臼歯関係はともに両側でⅠ級関係を確立

し，オーバージェットは0.0mmから＋3.3mmへ，オー
バーバイトは0.0mmから＋2.5mmへと変化した．
3）模型分析所見
上顎犬歯間幅径は34.4mm から35.0mm，上顎大臼

歯間幅径は51.4mmから52.4mmへと変化した．下顎
犬歯間幅径は25.0mm から26.0mm，下顎大臼歯間幅
径は47.5mmから43.4mmへと変化した．
4）パノラマエックス線写真所見（図 3 B）
パノラマエックス線写真所見により上顎両側犬歯

は，やや歯根が遠心傾斜しているが，その他の歯根の
平行性は良好であり，歯根吸収も認められなかった．
また，上下顎両側第三大臼歯の萌出スペース不足が認
められた． 
5 ）頭部エックス線規格写真所見
ⅰ）水平方向の変化
上下顎骨の正中・上下顎歯列の正中ともに変化なく

顔面正中に一致していた．
ⅱ）前後方向の変化（図 5， 6，表 1）
動的治療終了時の骨格系は，SNA角は77.6°，SNB角

は76.7°でともに標準範囲内であった．ANB角は -0.9°で
1 S.D.を超えて小さく骨格性Ⅲ級であり，初診時と比較し
て変化がなかった．上顎骨前後Ptm’- A/PPは47.5mm，
下顎骨骨体長Ar-Meは108.6mmでともに標準範囲内で
あり，下顎枝長Ar-Go は42.1mmで1 S.D. を超えて小
さい値を示した．歯系については，U1-FHは108.6°から
106.1°へ，U1-SNは99.8°から96.3°へ変化しいずれも標
準範囲内であった，L1-MPは80.2°から69.6°へ変化し
3S.D. を超えて小さい値を示した．L1-FHは70.6°から
80.6°へ変化し3 S.D.を超えて大きい値となった．軟組
織側貌所見ではE-line に対して上唇は -6.0mmから
-7.0mm，下唇は -4.0mmから-6.0mmへ変化した．
ⅲ）垂直方向の変化
下顎下縁平面角は37.9°から39.6°へ変化し，下顎角

は127.1°と変化なく，ともに標準範囲内であった．
ⅳ）保定後の安定
現在，保定開始後 2年 2か月を経過した資料では，

動的治療終了時資料と比較して，骨格や顔貌に変化は
認められず安定している．歯性においては，上下顎中
切歯歯軸傾斜角度が唇側傾斜し，オーバージェットは
＋3.3mmから＋2.3mmへ，オーバーバイトは＋2.5mm
から＋1.2mm へと変化した．（図 1 C，図 2－ 1 C，
2 C，図 3 C，図 5 B，図 6 B，表 1）

考 察

本症例は，初診時年齢14歳 7 か月の女子で，切端咬
合と上顎歯列の重度叢生を伴う骨格性Ⅲ級を呈してい
た．骨格性Ⅲ級の程度が軽度であったために，治療計
画として，外科的矯正治療とともにカムフラージュ治
療を説明したところ，患者が歯並びの改善だけを希望
したことから，カムフラージュ治療を選択した．骨格
性Ⅲ級症例では，骨格性Ⅰ級症例と比較して下顎結節
部歯槽骨が薄いことが多いと報告されている7）．カム
フラージュ治療では，下顎前歯を舌側に傾斜させる必
要があり，下顎結節部歯槽骨が薄ければ，歯根吸収，
歯肉退縮および歯槽骨からの歯根露出などのリスクが

図 5　側面位頭部エックス線規格写真透写図の S-N 平面
での重ね合わ せ

A：動的治療開始時（14歳7か月，実線）と動的治療終了時
（17歳 3か月，破線）

B：動的治療終了時（17歳 3か月，実線）と保定開始後 2年
2か月時（19歳 5か月，破線）

図 6　側面位頭部エックス線規格写真透写図の口蓋平面
および下顎下縁平面での重ね合わせ

A：動的治療開始時（14歳 7か月，実線）と動的治療終了時
（17歳 3か月，破線）

B：動的治療終了時（17歳 3か月，実線）と保定開始後 2年
 2か月時（19歳 5か月，破線）
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高い8,9）．本症例では，動的治療開始時の側面位頭部エッ
クス線規格写真において，下顎結節部歯槽骨の厚みが
6.5mmであり，下顎中切歯を舌側移動させるカムフ
ラージュ治療は可能であると判断した．
本症例では，下顎歯列の叢生は軽度であったが，上

顎歯列に重度の叢生を認め，犬歯の排列スペースがほ
とんどなかったために上下顎第一小臼歯の抜去が必要
不可欠と考えた．治療計画の段階では，上顎前歯を
移動させずに下顎前歯を約2.0mm舌側移動させるこ
とを目標とした．しかし，動的治療終了時，上顎前
歯は約1.5mm口蓋側移動し，下顎前歯は約4.0mm舌
側移動して，側貌については，E-line に対して上唇は
-6.0mm から -7.0mm，下唇は -4.0mm から -6.0mm へ
と口元をさらに後退する結果となった．骨格性Ⅲ級カ
ムフラージュ治療の小臼歯便宜抜去に関して，特に上
顎歯列では，デンタルコンペンセーションのために前
歯を唇側傾斜させる必要があり，非抜歯で治療する場
合も多く，叢生などのために抜歯となる場合でも第二
小臼歯を抜去することが多い．下顎小臼歯を抜去した
場合，下顎前歯を牽引することはオトガイの突出感を
より目立てさせてしまうため注意が必要であるとされ
ている3）．これらのことを考慮して，同様の症例を再
度治療するならば，可能な限り上下顎前歯の後方牽引
量を少なく設定するために，第二小臼歯を抜去するな
ど上下顎大臼歯部を近心移動させるメカニクスを組み
込む必要があると考える．また，歯科矯正用アンカー
スクリューを用いて上顎大臼歯を遠心移動し，上下顎
ともに非抜歯による治療を行うことも考えられた．
骨格性Ⅲ級不正咬合の臼歯部では，上下顎骨の幅径

の差を歯の傾斜により補償していることがしばしば認
められる10）．本症例においては，模型分析所見と正面
頭部エックス線規格写真で上顎両側第二小臼歯・第一
大臼歯に頬側傾斜を認めた．そのため，上顎臼歯部の
側方拡大は難しいと判断し，下顎臼歯部にクラウンリ
ンガルトルクを付与し下顎歯列幅径を減少させること
を計画した．その結果，下顎大臼歯間幅径は47.5mm
から43.4mmへ減少させることにより上下顎臼歯間幅
径の調和を図ることができた．
保定開始 2年 2か月時，上下顎中切歯歯軸傾斜角度

はわずかに唇側傾斜し，オーバージェットは＋3.3mm
から＋2.3mmへ，オーバーバイトは＋2.5mmから＋
1.2mmへと変化した．原因としては，下顎前歯を舌
側傾斜させ過ぎることによる口腔内の容量の減少が考
えられる．

まとめ

患者は14歳 7 か月の女子で，切端咬合，上顎歯列の

重度叢生と骨格性Ⅲ級を認めた．上下顎両側第一小臼
歯を抜去し，上下顎にプリアジャストエッジワイズ装
置を用いて矯正歯科治療を行った．その結果，良好な
オーバージェット，オーバーバイト，Ⅰ級の犬歯・大
臼歯関係および緊密な咬頭嵌合が得られた．保定後 2
年 2か月を経過した現在，動的治療終了時と比較して
オーバージェット・オーバーバイトともに少し小さく
なったが，臼歯部の咬合関係は良好であり，安定した
状態を保っている．
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